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WW domain containing oxidoreductase（WWOX）遺伝
子の変異に起因する WOREE（WWOX related epileptic 
encephalopathy）症候群は、早期死亡やてんかん発作、精
神遅滞などを呈するヒトの遺伝性疾患群である。本研究で
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始 15 日～孵化後 42 日）の間脳、肝臓、心臓、浅胸筋、縫
工筋、十二指腸、膵臓、腎臓、直腸、精巣を採取して、ポ
リアミン輸送体（SLC3A1）の遺伝子発現量を qPCR 法で










始 15 日にはすでに発現し、その発現は孵化後 3 日で最も
高く、その後、徐々に減少し、孵化後 42 日での発現量は
3 日齢時の約 1/40 となった。ニワトリ胚へのポリアミン
投与によって、孵化時体重、肝臓、浅胸筋および縫工筋重
量は、対象区との差はなかった。血液性状についてみると、
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るために、PMP 誘導体化 HPLC 法を新たに構築して、主
要糖質であるグルコース、リボース、マンノースの定量
分析を行った。畜種間で大きな差が見られるのは、グル
コース含量であった。さらに、豚肉にグルコースを 3 倍量
（豚肉のグルコース量に対して）添加した試料をレトルト
加熱すると、2,6-dimethyl-pyrazine、3-ethyl-2,5-dimethyl-
pyrazine の生成量がもとの豚肉試料に比べて、有意に多
い結果となった。また、これら試料の官能評価試験を行っ
たところ、グルコース添加により香ばしい香りが強くなる
傾向にあった。以上のことから、本教室が発表したレトル
ト加熱牛肉香には、グルコース量の違いが香り強度のファ
クターとなることを初めて明らかにした。
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